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第１学年 算数科学習指導案

日 時 平成１７年１０月２８日（金）５校時

児 童 １組：３４名 ２組：３４名 ３組：３４名

指導者 １組：佐藤 道子

２組：石川 正広 佐々木 恵（すこやかサポート）

３組：山崎 裕美 山田 雅子（すこやかサポート）

１ 単元名 たしざん （東京書籍 新しい算数 １）

２ 単元について

（１） 教材について

第１学年の「数と計算」領域の目標は、①具体物を用いた活動などを通して、数についての感覚を

豊かにすること ②数の意味や表し方について理解できるようにすること ③加法、減法の意味につ

いて理解し、それらの計算のしかたを考え、用いることができるようにすることである。

児童は、これまでに１位数どうしの加法、10と１位数などの加法で、いずれも繰り上がりのない場

合について学習してきている。また、第８単元で３口の加法を学習したが、これは本単元の繰り上が

りのある計算に有効にはたらくものである。

本単元では、上記の学習をもとにして、１位数どうしの繰り上がりのある加法計算の方法ついて指

導する。繰り上がりのある計算は初出であり、次学年以降で学習する加法計算の基礎となるもので、

１学年の大変重要な内容である。

ここで扱う計算は、被加数、加数ともに１位数であるが、繰り上がるところを「10といくつ」とと

らえるところが重要となる。つまり、10に対する補数の見つけ方（10のつくり方）をどのようにした

らよいかという瞬時の判断の仕方がポイントになる。これは、この時期の児童にとってかなり難しい

と考えられる。なぜなら、10に対する補数を求めることともう一方の数をその補数と残りの数に分解

することの２つの思考が同時に要求されるためである。そこで、計算方法としてはまず加数分解によ

る方法を第一に取り上げる。これは、被加数をもとに加数を補数と残りの数に分解して10のまとまり

をつくり「10といくつ」というように考えるのか児童には自然であるからである。計算方法の理解に

は算数ブロックなど半具体物を用いて具体的に操作させ、「10のまとまり」をつくることを強く意識

させるとともに、このことが、念頭でも自然に行われるように高めていく。

また、計算の方法は、加数分解のほかに被加数分解などほかにもあり、児童にとってなじみやすい

方法は習熟の差によって一定ではないので、計算に慣れるにしたがって10のつくり方に弾力をもたせ、

式の数値に応じて児童の考えやすい方法を用いることができるようにする。

なお、１位数どうしの繰り上がりのある計算は、加法計算の基礎となる内容である。そこでカード

による練習やゲーム遊びを取り入れながら、児童の学習意欲の継続と技能習熟を図っていく。

（２） 児童について ＊レ→レディネステスト ％は正答率

ア イ ウ エ

すき どちらかといえばすき どちらかといえばきらい きらい算数の時間に問題を解いて、答えを出そう

とすることは好きですか。 ７６％ ２０％ ０％ ４％

よくわかる わかることが多い わからないことが多い わからないブロックや図、数直線などを使ったり、

実際に調べたりする活動した方がよくわ

かると思いますか。 ７１％ ２２％ ７％ ０％
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レ：１位数どうしの加法計算（繰り上がりなし） １００％

レ：未習問題＜１位数どうしの加法計算（繰り上がりあり） ８７％

レ：数の合成・分解 ８６％

＜１組＞

学級の児童の多くは算数の学習を好み、答えを求めたり求めるために考えたりすることに意欲的に取

り組んでいる。また、難しいと感じるような内容でも、分かろうと最後までがんばることができる児童

がほとんどである。理解にやや時間がかかり、個別の支援を必要とする児童が５名ほどいるが、具体物・

半具体物の操作活動を取り入れたり図を書かせたり繰り返し練習させたりすることによって定着を図っ

てきた。１年生という発達段階、また、個別支援を必要とする児童も少なくないことを考慮し、半具体

物を用いた調べる活動を大切に扱うとともに習熟のための練習を充実させ、学習内容の定着を図ってい

きたい。

レディネステストの結果ではほとんどの児童が、既習事項である１位数どうしの繰り上がりのない加

法計算及び１０までの数の構成について理解できているといえる。

＜２組＞

学年のアンケートの結果や本学級の日常の観察から、算数の学習に意欲的に取り組もうとしている

児童が多いことがわかる。また、具体物や半具体物を操作して問題を解く楽しさを感じている様子が

見られる。また、習熟の段階でゲーム的要素を取り入れた授業を行うことで、意欲的に取り組める児

童が多い。一方で、解答を述べることはできるものの、自分の考え方を言い表したり、友達の考えに

対する追加の発言をしたりするなど、広がりのある学びあいが不十分である。なお、個別指導が必要

な児童が2名おり、授業時間内や朝学習等にすこやかサポートと連携をとり、指導を行っていきたい。

レディネステストの結果から、ほとんどの児童は一位数同士の簡単な加減法や１０までの数の構成

等について、しっかり理解できていると言える。

＜３組＞

これらのデータや日常の観察から、問題を解くことが好きな児童が多く、たくさんの問題や難しい問題

にチャレンジしようとほとんどの児童は意欲的に取り組んでいる。理解にやや時間がかかり、個別支援を

必要とする児童が４名ほどいるが、半具体物の操作活動を繰り返し練習させることや基礎的な問題に何

度も取り組ませることで、学習内容の定着を図ってきた。個別指導を必要とする児童が数名いることから、

半具体物の操作を通して基礎的な事項を押さえ、さまざまな形による計算練習に取り組むことで習熟を

図り、学習内容を定着させていきたい。

レディネテストの結果から、ほとんどの児童は前単元までの内容である１０までの数の構成、１位数＋

１位数、１０＋１位数について理解していると言える。

（３） 指導にあたって

本単元では、和が10より大きくなる加法の学習であり、児童にとって理解の難しい内容である

と予想されるので、具体的な操作を通して理解を深められるようにしたい。

指導内容は、既習事項である①和が 10 までのたし算（合併・増加）②３口の加法③10 の合成

分解を基に、「10 のまとまり」を意識した加数分解・被加数分解による計算の習熟を図ることで

ある。

加数分解・被加数分解については、具体物・半具体物（算数ブロックなど）を操作させながら、

「10 のまとまり」をつくるための 10 に対する補数は何かをとらえさせ、「10 といくつ」で答え

がもとめられるようにしたい。また、どちらの分解の仕方でも、答えは一致することに気づかせ、

「10のまとまり」のつくりやすさによって計算方法を見出していけるようにしたい。さらに、操
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作活動から図にかき表して答えを求めたり、念頭操作で答えを求めたりできるように導いていき

たい。

計算の習熟を図るために、計算カードやゲームによる計算練習を取り入れる。様々な形式の計

算練習をすることで、児童の興味・関心をより高めることをねらいたい。その際、答えを求める

ことができるようになった喜びを実感できるように授業を構成していきたい。また、加法の意味

や仕組みなどの理解を確実にできるようにしていきたい。

３ 単元の目標

◎ １位数どうしの繰り上がりのある加法計算のしかたを理解し、それを用いることができる。

【関心・意欲・態度】○ 数の構成や10の補数などの学習経験を生かして、１位数どうしの繰り上がり

のある加法計算のしかたを進んで考えようとする。

【数学的な考え】 ○ 20までの数の構成や10の補数に着目して計算のしかたを考える。

【表現・処理】 ○ １位数どうしの繰り上がりのある加法計算ができる。

【知識・理解】 ○ １位数どうしの繰り上がりのある加法計算のしかたを理解する。

４ 教材の関連と発展

↓ ↓

↓

↓

↓ ↓

↓ ↓

↓

↓

↓

１年 ２年 ３年 

④あわせていくつ ふえるといくつ

・加法の意味と記号

・繰り上がりのない加法

⑥１０よりおおきいかず

・１０＋３などの計算

⑧ふえたりへったり

・簡単な３口の加法、減法と混合

本単元 たしざん

・繰り上がりのある加法

⑬たしざんとひきざん

・順序数の加法

・異種量の加法

・求大

②何十の計算

・数の構成に基づく加減計算

③たし算のひっ算

・２位数＋１，２位数＝２位数

・加法の筆算形式

⑥３けたの数

・数の構成に基づく加法

⑦計算のくふう

・（ ）の意味

・口数の多い加減混合の筆算

⑧たし算とひき算のひっ算

・２位数＋１，２位数＝３位数

⑮たし算とひき算

・減法逆の加法

⑤たし算とひき算の筆算

・３位数＋２，３位数＝３，４位数

⑦暗算

・２位数＋２位数の暗算

⑯そろばん

・珠算の加法
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５ 単元指導計画 （11時間） 【 】内：考えられる算数的活動

小単元 時数 学習内容及び算数的活動

２ ・１位数＋１位数で繰り上がりのある計算（加数分解）のしかた

【調べる活動 表し伝える活動】

１．９＋４のけいさん ４

２ ・１位数＋１位数で繰り上がりのある計算（加数分解）の練習

【表し伝える活動 調べる活動】

２．３＋９のけいさん ２ ２

１組

1/2

・１位数＋１位数で繰り上がりのある計算（被加数分解）

のしかたとその練習

【調べる活動 見つける活動】

１ ・計算カードを使っての計算練習

【ゲーム的要素を生かした活動 調べる活動】

１

３組

・ 計算カードを式や答えに着目して並べ、計算練習を行う。（数カー

ドによる対戦ゲーム）

【ゲーム的要素を生かした活動】

１ ・計算カードを使ってのゲームによる計算練習（大きさ比べ、同

じ答えのカード取りなど）

【ゲーム的要素を生かした活動】

１

２組

・数カードなどを使ってのゲームによる計算練習（カードめくりゲー

ム、すごろくたし算など）

【ゲーム的要素を生かした活動】

３．かあどでれんしゅ

うをしよう

５

１ ・合併・増加それぞれの場合の適用問題を解く。

【発展させる活動 実生活との関連に配慮した活動】



６ 本時の指導 〈１組〉

（１）目標

１位数どうしの繰り上がりのある加法計算で、被加数を分解して計算する方法について理解する。

（２）本時の評価規準

具体的評価規準 十分満足できる（Ａ）おおむね満足できる（Ｂ）努力を要する子への支援

・被加数・加数の

大小に着目しな

がら１０のまと

まりをつくるこ

とを考えている。

・被加数を分解する方

法のよさについて考

え説明することがで

きる。

・被加数・加数の大小に着

目しながら１０のまとま

りをつくることを考えて

いる。

・被加数と加数の大小につ

いて着目させ、ブロック操

作で１０のまとまりのつ

くりやすさについて考え

ることができるようにさ

せる。

数

考学

え的

方な

知

・識

理

解

・被加数分解によ

る計算のしかた

を理解している。

・計算のしかたについ

て、説明することがで

きる。

・被加数分解による計算の

しかたを理解している。

・ブロックを操作意味を言

葉で言い表す活動を通し

て、計算のしかたを理解で

きるようにさせる。

（３）研究主題とのかかわり

①【調べる活動】

３＋９の加法計算をブロックを使って行うことにより、前時までのように１０のまとまりをつ

くれば答えが容易に求められることを操作の中で確かめさせたい。その際、被加数と加数の大小

に着目させ、１０のまとまりのつくりやすさについて考えることができるようにさせたい。

②【見つける活動】

ブロック操作の中で、あるいは話し合いの中で、３＋９の計算の場合は、被加数である３を分

解すればブロックの移動が少なくてすむことをとらえさせ、被加数分解の方法で計算が容易にで

きる場合があることを見つけさせたい。また、加数分解・被加数分解いずれの場合も「１０のま

とまりをつくって計算する」という考え方は共通していることも見つけさせたい。

（４）展開

段階 学 習 内 容 留意点 ◎支援 ◇評価

１．問題をとらえる。

たまごが３こあります。あとから９こもって

きました。たまごはあわせてなんこになりまし

たか。

○条件、求答事項を確かめる。

○立式する。

・３＋９

２．課題をとらえる。

３＋９のけいさんのしかたをかんがえよう

つ

か

む

７

分

◎前時までと同様加法計算であることをとら

えさせると共に、これまでと異なり、被加

数の方が小さいことをとらえさせ、本時の

課題が意識できるようにする。



見

通

す

５

分

２．解決の見通しをもつ。

○答えの見通しをもつ。

・答えは１０より大きくなりそうだ。

・１２になりそうだ。

○解決方法の見通しをもつ。

・ブロックを使って考えてみよう。

・１０のまとまりを作れば解決できそうだ。

◎答えの大きさ、解決方法の見通しをもたせ

ることにより、自力解決への意欲をもたせ

ることができるようにする。

３．自力解決をする。

■■■ □□□□□□□□□

３ ９

研究主題とのかかわり①

調べる活動

↓

ア ■■■□□□□□□□ □□

３と７で１０、１０と２で １２

イ ■■ ■□□□□□□□□□

１と９で１０、 １０と２で １２

や

っ

て

み

る

７

分

◎ブロック操作が進まない児童には個別に支

援をし、１０のまとまりをつくることを意

識させる。

◇１０のまとまりをつくることを意識し、ブ

ロックを使って計算のしかたを考えること

ができる。 （ブロック操作）

◎発表の際、ア・イそれぞれの考え方のブロ

ック操作を言葉で説明させることにより、

考え方が全体に伝わるようにする。

◎ブロック操作からやがて数字だけの操作に

移ることができるように、数字と記号だけ

の説明も板書する。

研究とのかかわり②

見つける活動

学

び

あ

う

４．答えの求め方を発表し合う。

・ア（自力解決アの方法）＜加数分解＞

９を７と２に分けて

３と７で１０ ３＋９

１０と２で１２      ⑩ ７ ２

・イ（自力解決イの方法）＜被加数分解＞

３を２と１に分けて

１と９で１０ ３＋９

１０と２で１２ ２ １ ⑩

５．答えの求め方について話し合う。

○共通点と相違点について

・どちらの考えでも１０のまとまりをつ

くっている。

・アの考えでは９を分け、イの考えでは

３を分けている。

○これまでの答えの求め方とは異なるイの考

えのよさについて

・ブロックの移動が少なくてすむ。

・小さい数が「＋」の前に来た場合でも、

小さい数を分けた方が１０をつくりや

すい。

◎既習の加数分解と被加数分解との共

通点・相違点を確かめ、被加数分解の方

が計算しやすい場合もあることに気づ

くことができるようにする。

◇考え方の共通点・相違点について考え

ると共に、被加数分解するよさに気づく

ことができる。（発表・観察）



６ 本時の指導＜２組＞

（１）目標

ゲーム活動を通して、繰り上がりのある１位数どうしの加法計算の計算能力を高める。

（２）本時の評価規準

表

現

・

処

理

（３）研究主題とのかかわり

【ゲーム的要素を生かした活動】

繰り上がりのある１位数どうしの加法計算の習熟を図るために「たしざんすごろく」を行う。

遊び感覚で行うことで、児童にとって楽しい活動になるようにするとともに、より計算能力を向上

させたい。学習を進めていくにあたり、ゲームの進め方を簡潔に説明すること、早期にゲームに取

り組めるようにすること、理解の進んでいる児童が常に勝つことのないように工夫することに配慮

していく。また、児童の学習に対する感想を取り上げ、活動への意欲を評価していきたい。

（３）展開

段階 学 習 内 容 留 意 点 ◎支援 ◇評価

つ

か

む

５

分

１ 前時想起

フラッシュカード（計算カード）で繰り

上がりのあるたし算の練習をする。

２ 問題提示

３ 課題把握

◇示されたカードを見て、答えることができる。

（発言）

◎和が１１以上になる加法を扱うことを確認す

る。

◎ゲーム感覚で学習させることから、意欲を喚起

させたい。

４ 「たしざんすごろく」の説明をする。 ◎ゲームの説明は、担任とサポートで簡潔に行い、

その後、机間指導をする。

具体的評価規準 十分満足できる

（Ａ）

おおむね満足できる

（Ｂ）

努力を要する子への支援

繰り上がりのあ

る1位数どうしの

加法計算が確実に

できる。

・念頭で速く正確

にできる。

・１位数どうしの繰り

上がりのある加法計

算が念頭で正確にで

きる。

・念頭操作だけでは解けな

い児童に、式にメモを書

かせ、10のまとまりが

つくられるように、個別

に支援をする。

「たしざんすごろく」１２マスにちょうせん

しよう。

① ジャンケンをして、勝った人が先攻。

② １２面体のサイコロ（１～９）を２つ振

って、答えが１１以上になるたし算の

式をつくり、解く。 
③ 相手に答えを確かめてもらう。

あたり 赤丸をもらう。

まちがい なおして青丸をもらう。

④ こまの進め方。 
赤丸のとき ２マス進む。 
青丸のとき １マス進む。 

１２マスをめざしてはやくただしく

けいさんしよう。



や

っ

て

み

る

・

学

び

あ

う

３５

分

５ 「たしざんすごろく」をする。

６ ゲームをした感想を発表しあう。

・楽しかった。 ・ゴールできた。

・たくさん解けた。 ・前より速くとけた

７ プリントの計算に取り組む。

◎答えの確かめは、式と答えを書いたプリントを

参考にして、素早くできるようにさせる。

◎念頭操作だけでは解けない児童に、式にメモを

書かせ、10のまとまりがつくられるように、個

別に支援をする。

◎早く終わった児童には、もう一度すごろくに取

り組ませる。

◇ゲーム活動を通して繰り上がりのある１位数ど

うしの加法計算が確実にできる。（観察・プリント）

◎担任が児童の頑張りを褒めることで、自身をつ

けさせ、プリント計算への意欲に結びつける。

◎終わった児童は、自分で丸付けをさせる。

◎早く終わった児童には、本時の感想を記入させ

る。

◇繰り上がりのある１位数どうしの加法計算が確

実にできる。（プリント）

ま

と

め

る

５

分

８ 振り返り。

○自己評価カードへの記入。

・楽しく学習できたか。

・すごろくをしてゴールできたか。

９ 次時の予告。

たし算の様々な問題を解くことを伝える。

◎担任とすこやかサポートも、児童の頑張りを褒

めることで、自信をつけさせ、次時への意欲に

結び付けさせたい。

＜板書計画＞

12マスをめざしてはやくただしく

けいさんしよう。

すごろくの拡大図

研究主題とのかかわり

ゲーム的要素を生かした活動

計算

プリントの

拡大図

計算

プリントの

拡大図

すすめかた こたえが 10より大きいときすすめる。

① サイコロをふる。

② しきをかいてとく。

③ ともだちにまるをもらう。

あたり！ あかまる。

まちがい なおして あおまる。

④

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

○＋○＝ 11 12 13 14 
15 16 17 18 

ともだちにまるをもらう。

あたり！ あかまる。

まちがい なおして あおまる。

あかまる ２マスすすむ。

あおまる １マスすすむ。



２３

分

６．類題を解く。

４＋８

◎被加数の方が小さいことを確かめ、４を分

ける方法で計算する練習をする。

◇被加数分解の方法で答えを求めることがで

る。 （ブロック操作、観察）

７．まとめる

ちいさいかずのほうをわけて、１０のまと

まりをつくるとけいさんしやすい。

ま

と

め

る

３分 ８．本時の学習をふり返る。 ◎児童のがんばりをほめると共に、次の計算

練習の時に今日の学習を生かせることを話

して次時への意欲を喚起する。

＜板書計画＞

３＋９のけいさんのしかたをかんがえよう

あ ■■■□□□□□□□ □□

ちいさいほうのかずをわけて

１０のまとまりをつくると

けいさんしやすい。

たまごが３こあります。 あとから

９こもってきました。

たまごはあわせてなんこになりまし

たか。 ３ ＋ ９ ＝１２

⑩ ７ ２ ４ ＋ ８

しき ３＋９ ■■ ■■□□□□□□□□

こたえ１２こ い ■■ ■□□□□□□□□□

３ ＋ ９ ＝１２ ４ ＋ ８ ＝１２

◎１０のまとまり ２ １ ⑩ ２ ２ ⑩

３＋９のけいさんのしかた

①９はあと１で１０。

②３を２と１にわける。

③９に１をたして１０。

④１０と２で１２．



６、本時の指導〈３組〉

（１）目標

計算カードを整理し、ゲーム活動を通して、繰り上がりのある１位数どうしの加法計算能力を

高める。

（２）本時の評価規準

具体的評価規準 十分満足できる

（Ａ）

おおむね満足できる

（Ｂ）

努力を要する子への支援

繰り上がりのある１

位数どうしの加法計

算が確実にできる。

正確に答えを求める

ことができる。

計算カードを使うなど

して正確に答えを求め

ることができる。

被加数・加数との関わりを

たし算の表を見ながら確

かめさせたり、ブロックを

操作したりして、正確に答

えを求めることができる

ようにさせる。

（３）研究主題とのかかわり

【ゲーム的要素を生かした活動】

習熟の2時間目であるので、加数分解に慣れていない児童もいると考えられる。そこで、答

えが１１から１８までの式を考え、計算を何度も繰り返すことで、加数分解による方法を楽し

みながら体感させたい。また☐＋☐＝11などの式から仕上げたたし算の表を見ても良いとして

行うことで、自信を持ってゲームに取り組ませ、計算技能を高めていきたい。

（４）展開

段階 学習内容 留意点 ◎支援 ◇評価

つ

か

む

３

分

１、問題をとらえる。

□＋□＝１１

２、課題をとらえる。

こたえが １１から１８のたしざん

のしきを さがそう

◎ 本時の課題が繰り上がりのあ

る加法計算であることを意識

できるようにする。

や

っ

て

み

る

12

分

３、自力解決をする。

○ 虫食いになっている計算カードの配列表を正しく仕

上げる。

⑪９＋２ ８＋３ ７＋４ ６＋５ ５＋６ ４＋７ ３＋８ ２＋９

⑫９＋３ ８＋４ ７＋５ ６＋６ ５＋７ ４＋８ ３＋９

⑬９＋４ ８＋５ ７＋６ ６＋７ ５＋８ ４＋９

⑭９＋５ ８＋６ ７＋７ ６＋８ ５＋９

⑮９＋６ ８＋７ ７＋８ ６＋９

⑯９＋７ ８＋８ ７＋９

⑰９＋８ ８＋９

⑱９＋９

◎ 虫食いになっている配列表を

提示することで、児童の意欲や配

列の仕方に関心をもたせるように

する。

◇ 答えに合った正しい式を見つ

けることができる。

（観察・発表）



学

び

合

う

25

分

４、数カードを使って、対戦ゲームを行う。

（１） 学級全体で行う。

①Ａ児が９＋□＝１□の加数の□の中に数カード（０

～９）１枚を選んで入れる。

②Ｂ児は答えの☐に数カード（０～９）を入れて、合

っていれば、Ｂ児が２枚の数カードをもらう。間違

ったら、Ａ児が正しい数カードを選び入れ、２枚も

らう。

③交代で加数に数カードを入れて、問題を出し合う。

④当てはまらないカードばかりになった時点でゲーム

を終了する。

⑤８＋☐＝１☐など好きな問題を選び、時間まで対戦

する。

（２）二人組で行う。

・ 学級全体で行ったように、９＋□＝１□の式でゲーム

を行う。

◎ サポートと共にゲームを進め

ることで、やり方を理解させ

るようにする。

◎ 繰り上がりの式にならない

（答えが１０を越えない）場

合の被加数・加数の関係から

１０の補数を改めてしっかり

理解させる場としたい。

◎ ２枚のカードが合っているか

を計算カードの配列した表か

ら読みとらせたり、ブロック

操作をさせたりして、理解が

不十分な児童を支援する。

◎ 早くゲームが終わった児童に

は８＋☐＝１☐などやりたい

式を選び、ゲームを始めるよ

うに指示する。

◎ すべての式が終わった児童に

は、練習問題を用意する。

◇ 繰り上がりのある１位数どう

しの加法計算ができる。（観察）

研究とのかかわり

ゲーム的要素を生かした活動

ま

と

め

る

５

分

５、本時の学習をふりかえる。 ◎ 児童のがんばりをほめると共

に、次の計算練習もゲーム的要

素を生かした学習であることを

話して、次時への意欲を喚起す

る。

＜板書計画＞

めあて

こたえが １１から１８のたしざんの ９＋☐＝１☐

しきを さがそう。

１１ ９＋２ ８＋３ ７＋４ ６＋５ ５＋６ ４＋７ ３＋８ ２＋９

１２ ９＋３ ８＋４ ７＋５ ６＋６ ５＋７ ４＋８ ３＋９

１３ ９＋４ ８＋５ ７＋６ ６＋７ ５＋８ ４＋９

１４ ９＋５ ８＋６ ７＋７ ６＋８ ５＋９

１５ ９＋６ ８＋７ ７＋８ ６＋９

１６ ９＋７ ８＋８ ７＋９

１７ ９＋８ ８＋９

１８ ９＋９




